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チーム郡 思いを力に！

郡中ビレッジ 美・礼・時

暑い暑い38日間の夏休みがやってきた！
「計画性」と「継続力」の２つの力を信じる中で、自分をしっかり磨いてください！

梅雨明け宣言が待ち遠しい第１学期の締めくくりの日々を迎えていますが、保護者の皆様におかれましては、ますます御健勝のこととお慶
び申し上げます。
さて、 いよいよ明日から、生徒たちが待ちに待っている３８日間の暑い暑い夏休みが始まります。
しかし、長いようで短いのが夏休みです。あれもしよう！これもしよう！とスタートしたものの、なかなか思い通りにいかずに、後半になって悔
やみ、焦り出す夏休みの思い出は、生徒たちだけではなく、少なからず保護者の皆様方もほろ苦い思い出として残っていることだと思います。
そこで、一学期終業式の校長講話では、生徒達に次のような話をさせていただきました。ご一読ください。

この夏休みは生徒たちにとって、自分で計画し、自分で実行し、自分で評価する
絶好の機会です。そして、それを成し遂げていく過程で、きっと生徒たちは自分に
自信がもてる、新しい自分との出会いを獲得していくことでしょう。
さあ、暑い暑い３８日間の夏休みが始まります。生徒一人一人の逞しいこの夏の
成長を願って、保護者の皆様、生徒たちのサポートをよろしくお願いいたします。

一学期終業式 校長講話より

一学期終業式というという節目の時、まずはこれまでの自分の言動や生活をしっかりと振り返り、自分が成長するために大切なこれからの課題や
やるべき事をしっかり見つけて、自分の中に位置づけてほしいと思っています。また、自分に大切な課題ややるべき事が見つかったならば、それを解
決するための時間が必要だということに気付くことでしょう。それも自分のペースで、じっくりと取り組める、自分の時間というものがとても大切な
ことに気付くことと思います。その大切な時間こそが、明日から始まる３８日間の夏休みなのです。つまり、みなさんが、何にでもチャレンジできる
自分の時間というものがこの３８日間の夏休みの中にたくさん詰まっているのです。
では、この大切な夏休みを自分のものにするために最も大切なものは何でしょうか？ それは、やはり時間を大切に使うための「計画性」であり、
そして、その計画を粘り強くやり遂げる「継続力」だと思います。 この２つの能力は、社会に出てからも求められる大切な力です。
たとえ、今現在、テストの点数が低くても・・・ たとえ、今現在、すぐにあきらめてしまう自分がいたとしても・・・ たとえ、今現在、あのタ
イムが出せない、あの音が出せない、あのプレーができないと悩んでいたとしても・・・
この「計画性」と「継続力」があれば、夏休みという大切な自分の時間の中で、必ず自分の課題ややるべき事の一つ一つをきっちりと成し遂げ、こ
れまでと違う、新しい自分にきっと生まれ変わることができると思っています。そして、そのことが、みなさん一人一人を成長させる夏になるという
ことではないでしょうか。
人は必ず変われます。そして、人が良い方向に変われるということは、とても素敵で、カッコイイことだと思います。
夏休みという大切な時間の中で、新しい自分に生まれ変わるための「計画性」と「継続力」。この２つの力を絶対に忘れないでください。そして、
この「計画性」と「継続力」の２つの力を信じる中で、自分の課題ややるべき事に丁寧に取り組み、自分をしっかり磨いてください。

令和5年7月20日 大村市立郡中学校 校長 松﨑大樹

第73回“社会を明るくする運動”中学・高校生弁論大会
２年生 中村心美さん 最優秀賞受賞し、県大会出場決定！ ご一読下さい。

人をつなぐ魔法の言葉
大村市立郡中学校 ２年 中村 心美

「おはようございます。」この一言から私の一日は始まります。日常生活の中で挨拶は、多くの人が行っている習慣
です。もちろん私も挨拶することを心がけています。私が通う学校でも、挨拶は大事だと言われます。また生徒会から
は「ワンストップ挨拶をしよう」という呼びかけもしています。ですが、それができていない人もいるのが現状です。
なぜ、挨拶は大切なのでしょうか。これまで私は挨拶のもつ意義について、深く考えたことがありませんでした。そこ
で、私の学校生活のことや地域のことを振り返り、皆さんと一緒に考えてみたいと思います。
私は週に三回、生徒会役員として朝の８時前から正門のところに立って、挨拶運動をしています。登校してくる人た

ちに挨拶をしていると、大きな声で返してくれる人や、こちらの目を見て丁寧に返してくれる人がいます。すると、何
だか気分が良くなり、「今日も一日楽しく過ごせそうだ」と元気がわいてきます。また、私の家では柴犬を飼っていま
す。毎日散歩に行くたびに、近所の人や畑仕事をしている人、帰宅中の高校生など沢山の人とすれ違いますが、皆さん
挨拶をしてくれます。挨拶を交わすたびに、私は心が和んでいました。挨拶の一言から、時には会話が弾み、仲良くな
ることもありました。思い返してみると、挨拶はほんの短い言葉だけれど、人を温かい気持ちにし、人と人をつなげる
素晴らしいパワーをもっていることに気づかされました。

(中略) 挨拶は、単に言葉を発するだけではなく、それにより心が和んだり、すがすがしい気持ちになります。そし
て、相手との心の距離も縮まり、良い人間関係を作ることもできるのです。改めて考えてみると、挨拶の大切さを実感
できました。今、この瞬間、この世界のどこかで沢山の挨拶があふれ、沢山の笑顔が生まれていることを想像してくだ
さい。そして、人と人のつながりが、明るい社会の土台となっていけば皆が安心して暮らせる社会になると思います。
「おはようございます」私は明日からまた明るい挨拶を心を込めてしていきます。



この1学期の学期末も様々な教育活動を展開しました。そして、
郡中の先輩、現役生徒が様々な活動に取り組んでいます。ご紹介させていただきます。

令和５年７月３日

３年生総合的な学習の時間「ボランティアコース」
大村純忠まちねこ隊代表理事 山石みほ子様が来校

動物愛護について真剣に学びました！

「大村純忠まちねこ隊」のみなさんは、飼い主がいない猫
を保護され、お世話、去勢手術をして元の場所にかえすＴＮ
Ｒ活動や保護猫の里親探し等、様々な活動をされています。
大村純忠まちねこ隊代表理事の山石みほ子様からは、「県内
の殺処分のほとんどは子猫。保護された犬や猫を引き取るこ
とで、助かる命があることを多くの人に知ってほしい」とパ
ネルや動画をもとに大村市の野良ねこや殺処分の現状につい
て生徒達にわかりやすく伝えていただく中で、動物愛護につ
いて真剣に考え、深く学ぶ有意義な時間を提供していただき
ました。最後には、保護猫との触れ合いの時間も設けていた
だき、小さな命の大切さ・尊さを改めて考える良い機会に
なったと思います。

令和５年７月５日

令和5年度全校平和学習を開催！
朗読ボランティア「被爆体験を語り継ぐ 永遠の会」

原尾 尚美 様、吉田 明子 様 が来校されました。

被爆体験を語り継ぐ永遠の会
原尾尚美 様（左）
吉田明子 様（右）

平和の尊さを理解し、平和を守ろうとする意識・意欲・態度を
育てることを目的に、令和５年度全校平和学習をリモートで開催
しました。今年度は、朗読ボランティア「被爆体験を語り継ぐ
永遠の会」の原尾 尚美 様、吉田 明子 様を厚生労働省と広島
市・長崎市が主管する被爆体験伝承者等派遣事業を活用してお招
きし、被爆体験者の朗読をもとに、①原子爆弾について、②学徒
動員について、③戦争と原子爆弾と大村市、④紙芝居「私達が伝
える被爆体験」という構成で、平和学習を行っていただきました。
被爆者の体験を基にした貴重な朗読は、生徒一人一人の心に語
りかける内容であり、また、地元である福重の戦争遺構や松原に
被爆者を運んできた「救護列車」のことまで話していただきまし
た。生徒達は、これからの時代を生き抜く一人の人間として、平
和な世界を作っていくことの大切さを考えるきっかけをいただい
たことと思います。

南極観測船・砕氷艦しらせは、毎年11
月に南極に向けて東京港晴海埠頭を出港
し、5か月間にわたって南極地域観測協
力行動を実施しています。その任務は、
昭和基地への人員と物資の輸送、野外観
測支援、基地設営支援、海洋観測支援と
多岐にわたります。厳しい南極の自然の
中で、安全にこれらの任務を遂行するた
めに、様々な創意工夫がなされています。
そして、第63次、第64次の南極地域観
測協力行動の機関長としての任務を終え、
ぜひ母校の生徒達に少しでも南極のこと
に関心をもってもらい、今話題となって
いる地球の環境問題等にも思いを寄せて
もらいたいと思い「南極の氷」を届けさ
せていただきました。ご活用いただけれ
ば幸いです。 山内正己 様より

令和５年６月１３日

郡中の先輩である砕氷艦(＝南極観測船）しらせ
機関長 ２等海佐山内正己 様から

南極の氷をいただきました！

令和５年７月１３日

長崎県中学校総合体育大会

郡中学校選手・吹奏楽部結団式開催！

中公新書

「南極の氷に何が
起きているのか」
杉山 慎 著

この本もいただきま
した！ 感謝です！

応援生徒代表挨拶
みなさん、県大会の出場おめでとうございます。また、吹奏楽
のみなさんは、いよいよ今までの練習の成果を発揮する時が来ま
した。日々練習してきたことは絶対に裏切らず、大会の場面で必
ず発揮できると思います。自分をしっかり信じてください。
でも、もし不安になった時は、共に練習してきた仲間がすぐそ
ばにいます。ずっと支えてきてくれた家族が見守っています。そ
して、県での勝利を皆さんに預けた市の中総体で戦ったライバル
たちも応援しています。最後まであきらめず、頑張ってきてくだ
さい。応援しています。 男子バレーボール部主将 下倉 東

未来を担う子どもたちが、市議会の模擬体
験を通じて、市民生活と行政との関わりや市
が直面する様々な課題について考える機会を
つくることを目的に開催される「大村市子ど
も議会」。
令和５年度の一般質問者に本校３年奈良迫

結姫さんが決定しました。しっかり頑張って
きてください！ 応援しています！

令和５年８月８日

大村市子ども議会一般質問者に決定！
今後の学校行事について

・７月２４日(月）～８月４日(金）
１・２年二者面談・３年三者面談

・８月 ９日(水）登校日・平和集会
・８月２８日(月）２学期始業式
・８月２８日(月）～２９日(火)

全学年実力テスト
・９月１２日(火）～１４日(木)２年職場体験
・９月２０日(水）１年ＰＴＡ
・９月２１日(木）２年ＰＴＡ
・９月２２日(金）３年ＰＴＡ


